
1996年出上の木簡

長
野
・松
本

城

〓
一の
丸
跡
土
居
尻

１
　
所
在
地
　
　
　
長
野
県
松
本
市
大
手
二
丁
目

ｏ
三
丁
目

２
　
調
査
期
間
　
　
第

一
次
調
査
　
一
九
九

一
年

（平
３
）
四
月
―
七
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
松
本
市
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
竹
内
靖
長

・
伊
丹
早
苗

５
　
遺
跡
の
種
類
　
城
下
町

（武
家
屋
敷
）

６
　
遺
跡
の
年
代
　
一
六
世
紀
―

一
九
世
紀

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

調
査
地
は
松
本
市
の
ほ
ぼ
中
央
、
松
本
城
天
守
閣
の
南
約
五
〇
〇
ｍ
に
位
置

し
、
三
の
九
土
居
尻
地
区
に
あ
た
る
。
標
高
は
五
人
七
ｍ
前
後
で
、
西
側
に
緩

く
傾
斜
し
て
い
る
。
こ
の
一
帯

は
、
女
鳥
羽
川
が
形
成
し
た
扇

状
地
の
扇
端
に
あ
た
り
、
湧
水

に
富
ん
だ
地
域
で
あ
る
。
調
査

地
点
は
、
三
の
九
南
西
隅
に
近

い
場
所
で
、
中
ｔ
上
級
武
士
の

「

居
住
し
て
い
た
武
家
屋
敷
に
あ

松

た
る
。
調
査
で
は
、　
三
ハ
世
紀

後
半
１
二
〇
世
紀
に
か
け
て
の

人
為
的
な
整
地
層
を
四
層
確
認
し
た
。
各
検
出
面
の
時
期
は
、
第

一
検
出
面

（以
下
、
コ

検
」
と
略
記
▼
二

九
世
紀
後
半
―
二
〇
世
紀
、
三
検
…

一
八
世
紀

後
半
―

一
九
世
紀
、
三
検
…

一
七
世
紀
後
半
―

一
八
世
紀
前
半
、
四
検
…

一
六

世
紀
後
半
―

一
七
世
紀
前
半
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
遺
物
整
理
作
業
を
終
え
て

お
ら
ず
、
こ
の
年
代
は
あ
く
ま
で
現
場
調
査
時
の
所
見
で
あ
る
。

調
査
の
結
果
、
井
戸

・
水
道

（木
樋
・
竹
管
）
遺
構
を
良
好
な
状
態
で
検
出

し
た
。
遺
物
も
木
製
品
の
遺
存
状
況
が
良
く
、
約
五
四
〇
点
の
出
土
量
を
得
た
。

こ
の
う
ち
木
簡
は
、
水
道
遺
構
や
屋
敷
裏
側
の
土
坑
な
ど
か
ら

一
六
点
出
土
し

た
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容
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ａ
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⑬
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」
（曲
物
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九

ａ
色

仰
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・
「日
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九
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ａ
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⑮
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(4)

(4)～(8),10,C9 S=1/3
(1)～(3)約 19%に縮小



ω
ｌ
⑪
は
、
上
水
道
と
し
て
敷
設
さ
れ
た
竹
管
の
継
ぎ
手
に
書
か
れ
た
も
の

で
あ
る
。
側
の
秋
化
三
年

（
一
人
四
一〇

は
丙
午
年
で
あ
り
、
火
災
が
多
い
と

い
う
迷
信
が
あ
る
た
め
、
こ
の
年
に
上
水
道
を
敷
設
し
た
と
い
う
こ
と
も
意
味

が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

い
は
木
製
の
刷
毛
で
、
安
政
五
戊
午
年
と
い
う
年
号
と
宇
野
と
い
う
人
名
が

書
か
れ
て
い
る
。
嘉
永
七
年

（
一
八
五
四
）
の
松
本
城
下
の
絵
図
よ
り
、
調
査

地
と
考
え
ら
れ
る
場
所
に
宇
野
伝
右
衛
門
と
い
う
武
士
が
居
住
し
て
い
た
こ
と

が
わ
か
っ
て
お
り
、
考
古
資
料
と
絵
図
が

一
致
し
た
好
資
料
と
な
っ
た
。

⑦
い
は
荷
札
と
考
え
ら
れ
、
と
も
に
人
名
が
書
か
れ
て
い
る
。
享
保

一
三
年

盆

七
二
八
）
の
絵
図
に
よ
れ
ば
、
調
査
地
か
ら
北
へ
二
軒
目
に
能
勢
覚
兵
衛

と
い
う
人
物
が
住
ん
で
お
り
、
⑭
に
み
え
る
人
物
と
の
関
連
が
予
想
さ
れ
る
。

⑮
に
つ
い
て
も
、
宝
永
四
年

（
一
七
〇
七
）
に
作
成
さ
れ
た
水
野
家
中
録
に
同

人
名
が
載
っ
て
い
る
。

⑬
的
は
曲
物
の
蓋
に
書
か
れ
て
あ
っ
た
も
の
で
、
⑬
は
荏
胡
麻
か
ら
と
っ
た

油
が
入
っ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

９
　
関
係
文
献

松
本
市
教
育
委
員
会

『松
本
城
三
の
九
跡
―
土
居
尻
武
家
屋
敷
跡
の
発
掘
調

査
槻
穀
―
』
全

九
九
二
年
）

松
本
市

『松
本
市
史
　
第
二
巻
　
歴
史
編
Ⅱ
』
０

九
九
五
年
）
（竹
内
靖
長
）

ま

つ
も

と

じ

ょ
う

長
▼

松
本

城

１
　
所
在
地
　
　
　
長
野
県
松
本
市
中
央
二
丁
目

２
　
調
査
期
間
　
　
第

一
次
調
査
　
一
九
九
五
年

谷平
７
）
二
月
１
三
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
松
本
市
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
竹
内
靖
長

・
村
田
昇
司

５
　
遺
跡
の
種
類
　
城
下
町

（町
屋
跡
）

６
　
遺
跡
の
年
代
　
一
六
世
紀
―

一
九
世
紀

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

松
本
城
は

一
六
世
紀
末
頃
に
武
田
氏
が
信
濃
侵
攻
の
要
所
と
し
て
い
た
深
志

城
を
基
礎
と
し
て
、
小
笠
原
貞
慶
や
豊
臣
系
大
名
の
石
川
数
正

・
康
長
父
子
に

よ
り
天
守
閣
の
築
城
や
城
下
町

の
整
備
が
な
さ
れ
た
。
調
査
地

の
伊
勢
町
は
、
三
の
九
の
外
側

に
位
置
す
る

一
三
の
町
人
町
の

一
つ
で
、
安
曇
平
に
向
か
う
城

下
町
の
西
側
の
要
所
と
し
て
位

置
付
け
ら
れ
る
。
伊
勢
町
は
、

東
西
四
七
五
ｍ
、
南
北
六
三
―

人
四
ｍ
で
、
東
西
に
通
る
街
道

司ヾか

町葛
跡留
伊い

勢せ

町壱

(松    本 )




